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３．事業の実施状況 

 
事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 

 

【No. 9】 

訪問看護推進事業 

【総事業費】 

1,451 千円 

 

事業の対象とな

る医療介護総合

確保区域 

東部・中部・南部・豊肥・西部・北部 

 

 

事業の期間 

 

平成２６年４月～平成３０年３月 

 継続 ／ □終了 

事業の目標 

 

県民に質の高い看護サービスを提供するため、幅広い知識と技術を

持つ訪問看護師の育成を図る。 

 

事業の達成状況  県民に質の高い在宅医療での看護サービスを提供するため、幅広

い知識と技術を持つ訪問看護師の育成ができた。 

訪問看護推進協議会（2回） 

訪問看護基礎研修（1回） 

在宅ターミナル研修（1回） 

 

事業の有効性・

効率性 

 

（１）事業の有効性 

  訪問看護の従事初心者を対象にした基礎研修や在宅での看取

りのための在宅ターミナル研修を実施することで訪問看護の質

の向上が図れた。 

（２）事業の効率性 

  看護師への研修に対しての実績、ノウハウを持っている大分県

看護協会へ委託して事業を実施することで、実施事業の効率化が

図れた。 

その他  
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 

 

 

【No.20】 

地域医療支援センター運営事業 

 

【総事業費】 

46,887 千円 

事業の対象とな

る医療介護総合

確保区域 

東部・中部・南部・豊肥・西部・北部 

 

 

事業の期間 

 

平成２６年４月～平成３０年３月 

 継続 ／ □終了 

事業の目標 

 

医学生や研修医の段階からの地域医療現場での教育研修環境の整備

を図り、地域医療体制の分析や医師のキャリア形成支援等を行う。 

 

事業の達成状況 臨床研修を修了した地域枠卒業医師の県内医療機関への配置調整数

（12 人）達成できた。 

事業の有効性・

効率性 

 

（１）事業の有効性 
大分大学医学部と連携し、地域医療支援センターを設置すること

で、地域医療体制の分析や医師キャリア形成支援等を実施すること

ができた。 
（２）事業の効率性 

県内唯一の医療教育の実施機関である大分大学に委託すること

で、事業実施の効率化が図れた。 

その他  

 


